
町債
主に義務教育学校建設事業の資金
として、国や銀行から借り入れる
ものです。

町税
住民の皆さんから納められた税金。
王寺町では町民税と固定資産税が、
町税全体のおよそ 9割を占めます。

地方
交付税

所得税など国の税金の一部が毎年、
市町村へ配分されます。全国どの
市町村でも必要最低限の行政サー
ビスを行うことができるように交
付されるものです。

国庫・
県支出金

特定の事業を行う際に、その経費
の財源として国・県から支出され
る負担金や補助金などです。

教育費

義務教育学校の整備や小中学校な
どの学校教育、スポーツ施設、図
書館などの社会教育にかかる経費
です。

民生費
子育て、高齢者、障害者福祉、医
療費の助成などの事業にかかる経
費です。

総務費
職員の人事管理や広報、徴税、戸籍、
住民基本台帳、選挙などの事業に
かかる経費です。

公債費
町が借り入れた町債の元金や利子
の返済にかかる経費です。

土木費
都市計画、道路、橋、河川、公園
などの整備にかかる経費です。

消防費
火災予防や水防など、災害対策の
ための経費です。

衛生費
がん検診、予防接種のほか、健康
づくり、環境衛生、ごみの収集・
処理などにかかる経費です。

令和２年度

王寺町の予算
令和２年度の予算が決まりました。厳しい財政状況の中、限られた財源をどのよ
うに活かし、サービスを行っていくのか、予算概要をご紹介します。

問政策推進課財政係（内線 208）

区分 予算額 対前年増減比（％）

一般会計
歳入

126億 4,200 万円 ＋ 35.9
歳出

国民健康保険特別会計
歳入

23億 2,300 万円 ▲ 0.9
歳出

後期高齢者医療特別会計
歳入

3億 9,500 万円 ＋ 6.5
歳出

介護保険特別会計
歳入

21億 2,326 万円 ＋ 4.7
歳出

下水道事業特別会計
歳入

8億 4,633 万円 ＋ 0.6
歳出

水道事業会計

収益的
収入 6億 1,965 万円 ▲ 0.4

支出 9億 2,783 万円 ＋ 5.0

資本的
収入 7,030 万円 ▲ 9.1

支出 2億 2,522 万円 ▲ 33.5

一般会計の歳出 一般会計の歳入

概ね10年後のまちの将来
像として、「人とまちがき

らめく和（やわらぎ）のふるさ
と王寺」の実現をめざし、王寺
町総合計画で掲げる６項目のま
ちづくり目標に即して、主な事
業内容を紹介します。

P4：住民に開かれ自立するまちづくり

P5：快適で暮らしやすいまちづくり

P6：安全で安心に暮らせるまちづくり

P7：健やかに暮らせるまちづくり

P8-9：人を育み みんなが学べるまちづくり

P10-11：活力とにぎわいのあるまいづくり

町税（24.0％）
30億 3,914万円地方交付税（14.0％）

17億 7,300万円

町債（25.8％）
32億 6,080万円

国庫支出金（13.9％）
17億 5,751万円

繰入金（5.9％）
7億 4,367万円

県支出金（4.9％）
6億 1,622万円

その他（11.5％）
14億 5,166万円

歳入総額

126億
4,200万円

民生費（23.2％）
29億 2,731万円

総務費（8.5％）
10億 7,225万円

教育費（37.8％）
47億 9,494万円

土木費（7.2％）
9億 1,363万円

公債費（7.6％）
9億 5,595万円

その他（3.6％）
4億 4,568万円

衛生費（5.6％）
7億 1,413万円

消防費（6.5％）
8億 1,811万円

歳出総額

126億
4,200万円
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平成 30年 5月に奈良県と連携して策定した「西
和地域の中核となる機能強化」をコンセプトとす
る「王寺駅周辺地区まちづくり基本構想」の実現
化に向け、基本計画を策定する。なお、策定にあ
たっては「王寺駅周辺再整備推進会議」を開催し、
有識者や交通事業者等の意見を聞きながら進めて
いく。

予算額　2,000万円

JR 畠田駅へのアクセス道路は狭
きょうあい
隘で歩道も未整備

で危険な状態であることから、歩道を確保すると
ともに、路線バスやタクシー等の公共交通の車両
乗り入れが可能な駅前広場として整備を進める。
令和 5年度中の完了をめざしており、令和 2年度
では、用地買収や建物・営業補償を重点的に進める。

令和元年度に実施した検討結果に基づき、国道
168号線沿いの「白瓜バス停」と「本町４丁目バ
ス停」の王寺駅行き２箇所に、雨天時に、また酷
暑の時の直射日光から身を守ることができる上屋
を設置する。

予算額　620万円

住民・議会・行政の役割を明記し、協働のまちづ
くりの基本ルールとなる「（仮称）王寺町まちづく
り基本条例」を制定する。住民参加のもとで条例
案を作成し、令和２年９月議会での制定を目指す。　

予算額　435万円

（仮称）王寺町
まちづくり基本条例の制定

開かれた議会を目指し、本会議の映像をインター
ネットの利用によりリアルタイムで配信するとと
もに、録画による視聴もできるよう、映像設備の
設置などシステムの構築を行う。
▶令和２年９月議会から運用開始予定　

予算額　800万円

議会インターネット
中継導入事業

住民に開かれ
自立する
まちづくり

０1

王寺駅周辺地区
まちづくり基本計画策定

バス停留所上屋設置事業

畠田駅前線整備事業

予算額　1億500万円

快適で
暮らしやすい
まちづくり

０2

「（仮称）王寺町まちづくり基本条例」審議中

2

3
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まちの未来の　 描き方
もっと、身近なまちづくりへ。住民の皆さんが主役となる、自治体運営のた
めの理念や原則、それらを実現していくための仕組みや基本ルールについて
定めるのが「まちづくり基本条例」（自治基本条例）です。今まさに、その
条例の制定に向け、王寺町では住民を中心とした議論が始まっています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問政策推進課（内線 207）
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第 回審議会・8/7

第 回審議会・9/13

グループにわかれ、今現在の王寺町のいい
ところや、これから先の未来について、ワー
クショップを行いました。

審議会委員の皆さんに委嘱状が
渡されたほか、新川達郎会長（同志社大学
院教授）による条例についてのレクチャー
が行われました。
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協働とは、町と、住民や企業、各種団体の
皆さんが、よりよい地域をつくりあげてい
くため、力を合わせて活動することです。
皆さんとともに町を美しくするクリーン
キャンペーンは、まさしく協働そのもの。

「（仮称）まちづくり基本
条例審議会」の歩み

審議会の議事録などを
町公式サイトに掲載しています

ワークショップの詳細は 11/1
発行号の広報紙でお知らせします

地域をつなぐ「協働」とは

写真：協働によるクリーンキャンペーンや、審議会の様子。そして、未来の王寺を思う住民の皆さん

3 OSHIN

広報おうじ「王伸」2019 年 10月 4日号でお知らせしたとおり、町では、
昨年８月から「（仮称）まちづくり基本条例審議会」を立ち上げ、どのよ

うな条例にするのか検討を進めています。審議を行う委員は、町の各種団体か
ら推薦された人たちや、公募に名乗
りをあげた人、あわせて 15 人。職
業や、年齢も違いますが、この町を
より一層よくしたいと強く願う、町
を愛する人たちです。定期的に開催
する審議会で話し合われた内容は、
町公式サイトで公開しています。

町公式サイト
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地域住民が集う場である自治会館において、障害
のある人等に必要な「合理的配慮」を提供するた
め、筆談ボードや折りたたみ式スロープなどを購
入または製作にかかる費用の１／２（上限５万円）
を助成する。

予算額　50万円

高齢や障害等の理由により、所定の集積場所まで
のゴミ出しが困難なひとり暮らしの方を対象に、
収集員が安否確認も兼ねて自宅の玄関先まで収集
に伺うことで、身体的な負担の軽減と安心で暮ら
しやすい在宅生活の支援を図る。

指定避難所等の環境整備として空調設備を整備す
る。これまで未設置であった王寺アリーナの２階
のほか、王寺北小学校、王寺南小学校及び王寺南
中学校の各体育館に新たに設置するとともに、や
わらぎ会館および文化福祉センターの空調設備の
更新を行う。　

予算額　3億6,000万円

指定避難所の
空調設備整備事業

「王寺町防災士ネットワーク」の活動を支援し、地
域の防災活動の推進を図るほか、防災士不在の自
治会の人が防災士資格を取得する場合に限り、令
和２年度からの３年間、補助率を通常の 1/3 から
2/3 にし、すべての自治会に防災士が属する体制
づくりを推進する。　

予算額　58万円

防災士ネットワークへの活動支援・
防災士資格取得費用補助

安全で安心に
暮らせる
まちづくり

０3

合理的配慮のための
自治会への物品購入助成

やわらぎ安心
（戸別）収集

「歩くこと」や「運動」に関する健康教室の開催を
手伝っていただく「ヘルスアップサポーター」を
養成するための講座を開催し、住民との協働によ
る健康づくり事業を推進する。

ヘルスアップサポーター
（健康づくり）

予算額　16万円

健やかに
暮らせる
まちづくり

０4

地域防災の中心的存在である消防団屯所（第１分
団・久度 1丁目地内）の老朽化に伴い、現在の場
所に建て替えする。建て替えに際しては、地域の
コミュニティ施設としての活用を併せて検討する。

予算額　6,440万円

平成 29年 10月の台風 21号による浸水被害を受
けて、葛下３丁目地内に県と連携しながら、雨水
を一時的に貯留するための貯水池整備に着手する。
なお、一時貯留の機能だけでなく、平時はテニス
コート等として有効活用する。
▶貯水池：令和４年度中完成予定
▶テニスコート：令和５年度末完成予定

予算額　1,300万円

消防団（第１分団）
屯所整備事業

葛下貯水池（新テニスコート）
整備事業

泉の広場公園について、避難所機能を併せ持った
「いずみスクエア」との一体的な活用を図っていく
ため、地震発生時の避難場所としての機能を
強化し、「防災公園」としての整備を進め
る。令和５年度末の完成に向けて、令和
２年度では詳細設計や用地買収に向け
ての建物補償調査を行う。

予算額　3,400万円

泉の広場防災公園整備事業
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（財）自治体国際協会の語学指導等を行う外国青年
招致プログラムを活用し、各小・中学校にＡＬＴ
（外国語指導助手）を１名ずつ配置する。ネイティ
ブな外国語にふれることで児童生徒の発達段階に
応じた実践的な英語教育を推進する。

予算額　1,186万円

義務教育９年間の一貫した教育を実施するため、
令和４年４月の開校に向け、義務教育学校（北）
の校舎および体育館等の新築工事に着手する。ま
た、義務教育学校（南）についても学び舎となる
王寺南小学校および王寺南中学校の大規模改造工
事に着手する。

予算額　35億7,719万円

【仮称】義務教育学校（北・南）
整備事業

児童一人ひとりの習熟度に応じた学びを実現する
ため、算数の単元・期末テストにおいて、AI を活
用した分析により、理解度に応じた復習教材を提
供する。昨年９月から、王寺南小学校をパイロッ
ト校として５年生を対象に実施しており、令和２
年度は、この取組を全ての小学校に広げる。　

予算額　107万円

小学校での個別最適化
学習の推進

人を育み
みんなが学べる
まちづくり

０5

各小・中学校へのALTの配置

令和元年 10月から実施している 3歳～５歳児お
よび住民税非課税世帯の０歳～２歳児を対象とし
た、幼児教育・保育にかかる費用の無償化を継続。
加えて、国の制度では無償化の対象とならない０
歳～２歳児までの在園第２子目の保育料減免につ
いても町独自の施策として引き続き実施する。　

幼児教育・保育の無償化

地域全体で子育てを支えるための新たな仕組みと
して、育児の援助を行いたい人と児童の預かりや
送迎といった育児の援助を受けたい人を会員とし
て募集・登録し、会員相互の援助活動を行う「ファ
ミリー・サポート・センター事業」を実施する。

予算額　69万円

ファミリー・サポート・センター
事業

貸出ニーズの高い児童書をさらに充実するととも
に、新たに授乳室を設置するなど子育て世代に優
しい図書館を目指す。また、一般書についても貸
出ニーズに応じて、文学関連の図書を充実する。

図書館リニューアル事業

予算額　1,611万円
工事が進む【仮称】義務教育学校（北）の景観イメージ図
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活力と
にぎわいのある
まちづくり

０6

予算額　2,917万円

観光振興事業

●王寺町ＰＲ講演会
聖徳太子 1400 年御遠忌プロジェクトの一環とし
て、東京と福岡で観光客誘致のための講演会を開催

●王寺駅開業 130 周年記念鉄道イベント
明治 23年開業の JR 王寺駅が、130 周年を迎える
ことを祝し、記念イベントを開催

●聖徳太子２DAYウォーク
聖徳太子ゆかりの近隣自治体と連携して実施する、
２日間のウォーキング大会

●フォトロゲイニング
制限時間内に近隣自治体も含めた指定場所の写真
を撮影することで点数を競うスポーツイベント

●歴史リレー講座ほか

明神山山頂・参道整備事業

設置後 20年以上経過する展望デッキの修繕を行
うほか、山頂の南斜面へと延びる遊歩道に、キン
モクセイやロウバイなど美しい花と香りを楽しめ
る樹木を植栽する。また、イベント開催時や日頃
の維持管理作業時において車両が走行することか
ら、参道の中間地点付近への待避場の整備に向け
て測量・設計を行う。さらに、新たなハイキングルー
トとして、畠田古墳近くの里道から明神山山頂付
近の参道に接続する登山道の整備を進めるための
調査、設計業務を行う。

　　　　　　

予算額　3,629万円

奈良県指定文化財である達磨寺方丈の修復作業が、
今年 12月に完了となることから、竣工記念イベ
ントとして「達磨寺方丈ユニークベニュー」と題
し、町内演奏家による音楽コンサートを開催する。
また、明神山からの眺望を様々な時代設定で楽し
めるよう、VR（仮想現実）やAR（拡張現実）の
技術を活用した情報コンテンツの作成に取り組む。

王寺町の文化財を活かした
観光拠点づくり

予算額　2,960万円

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、
中止および延期する場合があります

予算額　予算額　3,6293,629

春到来！明神山に登りませんか

町が整備している明神山は、毎月町内外から平均６千人を超え
る人たちが訪れている学びと憩いのスポットです。あたたか

い春、木漏れ日ハイキング
を楽んで、山頂の奈良盆地
や大阪平野などの世界遺産
ビューをご覧ください。三
角のユニークなパンフレッ
トは、JR王寺駅の雪丸フィ
ギュア横や地域交流セン
ターで配架しています。

明神山の景色が
ブラタモリで放送

設置後 20年以上経過する展望デッキの修繕を行
うほか、山頂の南斜面へと延びる遊歩道に、キン
モクセイやロウバイなど美しい花と香りを楽しめ
る樹木を植栽する。また、イベント開催時や日頃
の維持管理作業時において車両が走行することか
ら、参道の中間地点付近への待避場の整備に向け
て測量・設計を行う。さらに、新たなハイキングルー
トとして、畠田古墳近くの里道から明神山山頂付
近の参道に接続する登山道の整備を進めるための
調査、設計業務を行う。

ブラタモリで放送
NHKの人気紀行バラエティ番
組「ブラタモリ」。下記の日時、
「法隆寺～なぜ法隆寺は1400
年愛され続けるのか？～」と
題した放送で、明神山が紹介
されます。雪丸フィギュアも
ブラタモリ仕様に。

▶放送日時：
4 月 11日（土）
19:30 ～ 20:15
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